
＜子供たちの主な指摘＞ 

子供たちの目に映った東山区の姿です。 

素敵なところ，困ったところ… 

さまざまな声が聞こえてきました。 

 

 

小学生参加のまち歩き＆ワークショップ企画 

「歩いて発見☆みんなのまち・東山」実施報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

                        

 

 

  

 

＜事業概要＞ 

日 時：９月１２日（土） 午後１時～午後４時 

場 所：東山区内の各市立小学校周辺， 

東山区役所大会議室 

参加児童：東山区内７小学校の２８名 

内 容：＜１部＞ 

まち歩き…通学する小学校周辺のまち歩き 

    ＜２部＞ 

ワークショップ…まち歩きでの発見を大地図に残していく 

「車が多くて，歩くのに危ない」

「道路が５つ交わっていて，

なかなか渡れない」 

「遊具がありすぎて，

サッカーができない」 

「粟田焼を学校で習った」

「電柱と電線が多い」 

「自転車が置いてはいけ

ない所にとめてある」 

「壁に落書きが

あった」 

「道が狭い。歩道が

危ない」 

「川の中に空き缶が捨ててある」

「消防署があり，火事でも安心」

「バス停に屋根がなく， 

雨の日は座れない」 

「黒と白の団子みたいな

電灯がある」

「住んでいる人が育てて

いる花がきれい」 

「毎年秋になると，

クリが落ちる」 

「毎年夏になると， 

ホタルが見られる」 

「電柱が，白線の内

側の真ん中にある」 

「自動販売機に地図があり，親切だと思う」

「陶器屋が 

たくさんある」 

＜子供たちの主な「夢」「希望」＞ 

☆たばこや空き缶などを少なくし，お寺など大切なものを残す 

☆公園が広くなってほしい 

☆自然いっぱいのまちをそのまま残してほしい 

☆クリの木がいっぱいある野原があるまち 

☆車を少ししか走らせない 

☆もっときれいで住みやすい東山に 

☆みんなが笑顔で住めるまち 

☆みんなが楽しく暮らせるまちになってほしい 

☆観光客の多いまち 

☆お年寄りが買い物したり休めたりするまち 

☆自転車を止めてはダメなところに，止めない 

「白川がきれいで，魚がいる」


